
資
料

１
－

２
 

(危
機

管
理

防
災

課
) 

神
奈

川
県

内
の

活
断

層
 

地
震

災
害

対
策
計

画
５

～
６
ペ
ー

ジ
を

補
完
す
る

参
考

資
料
と

し
て

、
過
去
の

調
査

結
果

等
を

掲
載

。
 

 １
神
奈
川
県
周
辺
の
主
要
活
断
層
帯
と
海
溝
で
起
こ
る
地
震
(地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
HP
掲
載
) 

地
震

 
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

 
地

震
発

生
確

率
 

(3
0年

以
内

) 

海
溝

型
地

震
 

日
本

海
溝

沿
い

 

超
巨

大
地

震
 

(
東

北
地

方
太

平
洋

沖
型

) 
９

.
０

程
度

 
ほ

ぼ
０

％
 

福
島

県
沖

 
７

.
０

～
７

.５
程

度
 

50
％

程
度

 

茨
城

県
沖

 
７

.
０

～
７

.５
程

度
 

80
％

程
度

 

青
森

県
東

方
沖

か
ら

房
総

沖
に

か
け

て
の

海
溝

寄
り

 
Ｍ

ｔ
８

.６
～

９
.０

 
30

％
程

度
 

沈
み

込
ん

だ
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
 

７
.
０

～
７

.５
程

度
 

60
％

～
7
0
％

 

房
総

沖
 

－
 

－
 

相
模

ト
ラ

フ
 

相
模

ト
ラ

フ
沿

い
の

Ｍ
８

ク
ラ

ス
の

地
震

 

８
ク

ラ
ス

 

(
７

.９
～

８
.６

) 
ほ

ぼ
０

％
～

６
％

 

プ
レ

ー
ト

の
沈

み
込

み
に

伴
う

Ｍ
７

程
度

の
地

震
 

７
程

度
 

(
６

.７
～

７
.３

) 
70

％
程

度
 

南
海

ト
ラ

フ
 

南
海

ト
ラ

フ
で

発
生

す
る

地
震

 
８

～
９

ク
ラ

ス
 

70
％

～
8
0
％

 

内
陸

の
活

断
層

で
発

生
す

る
地

震
 

深
谷

断
層

帯
・

綾
瀬

川
断

層
(
関

東
平

野

北
西

縁
断

層
帯

・
元

荒
川

断
層

帯
) 

深
谷

断
層

帯
 

７
.
９

程
度

 
ほ

ぼ
０

％
～

0.
1％

 

綾
瀬

川
断

層
(
鴻

巣
-
伊

奈
区

間
) 

７
.
０

程
度

 
ほ

ぼ
０

％
 

綾
瀬

川
断

層
(
伊

奈
-
川

口
区

間
) 

７
.
０

程
度

 
不

明
 

立
川

断
層

帯
 

７
.
４

程
度

 
ほ

ぼ
0.

5
％

～
２

％
 

鴨
川

低
地

断
層

帯
 

７
.
２

程
度

以
上

 
不

明
 

三
浦

半
島

断
層

群
 

主
部

(衣
笠

・
北

武
断

層
帯

) 
６

.
７

程
度

 

も
し

く
は

そ
れ

以
上

 
ほ

ぼ
０

％
～

３
％

 

主
部

(武
山

断
層

帯
)
 

６
.
６

程
度

 

も
し

く
は

そ
れ

以
上

 
６

％
～

１
１

％
 

南
部

 
６

.
１

程
度

 

も
し

く
は

そ
れ

以
上

 
不

明
 

伊
勢

原
断

層
 

７
.
０

程
度

 
ほ

ぼ
０

％
～

0.
00

3％
 

塩
沢

断
層

帯
・
平

山
-

松
田

北
断

層
帯

・
国

府
津

-
松

田
断

層
帯

(
神

縄
・

国
府

津
-
松

田
断

層
帯

) 

塩
沢

断
層

帯
 

６
.
８

程
度

以
上

 
４

％
以

下
 

平
山

-松
田

北
断

層
帯

 
６

.
８

程
度

 
0.

09
％

～
0.

6％
 

国
府

津
-
松

田
断

層
帯

 
相

模
ト

ラ
フ

で
発

生
す

る
海

溝
型

地
震

と
同

時

に
活

動
す

る
と

推
定

 

曽
根

丘
陵

断
層

帯
 

７
.
３

程
度

 
１

％
 

富
士

川
河

口
断

層
帯

 

ケ
ー

ス
ａ

 
８

.
０

程
度

 
10

％
～

1
8
％

 

ケ
ー

ス
ｂ

 
８

.
０

程
度

 
２

％
～

1
1
％

 

も
し

く
は

そ
れ

以
下

 

身
延

断
層

 
７

.
０

程
度

 
不

明
 

北
伊

豆
断

層
帯

 
７

.
３

程
度

 
ほ

ぼ
０

％
 

＊
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
HP
か
ら
引
用
 

  

神
奈
川
県
と
そ
の
周
辺
の
主
な
被
害
地
震
 

 
 

＊
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
HP
か
ら
引
用
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２
県
内
の
活
断
層
調
査
結
果
の
概
要
 

 
長

さ
 

最
新

活
動
時
期

 
再

来
間

隔
 

調
査

結
果
 

調
査

主
体
 

伊
勢

原
断

層
 

約
1
3k
m
 

約
3
00

～
 

2
,
0
5
0
年
前
 

約
3
,
3
0
0～

 

5
,
0
00

年
 

次
の

活
動

ま
で

に
は

千
数

百
年

以
上

の
時

間
が

あ
る

と
推

定
さ

れ
ま
す

。
 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
7
～

H
8
) 

秦
野

断
層

 

(
調

査
結

果
に

よ

り
5
本

の
断

層
に

分
割
)
 

秦
野

断
層

 

2
.
8
km
 

下
宿

断
層

 

2
.
3
km
 

八
幡

断
層

 

1
.
4
km
 

戸
川

断
層

 

0
.
7
km
 

三
屋

断
層

 

0
.
6
km
 

約
1
.
7
万

年
前

ま
た

は
そ

れ
以

降
 

不
明

 

少
な

く
と

も
約

1
.
7
万

年

前
ま

た
は

そ
れ

以
降

に
活

動
し

て
い

ま
す
。
た

だ
し

、

神
縄

・
国

府
津

－
松

田
断

層
帯

の
活

動
に

付
随

し
て

活
動

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
9
～

H
1
0
) 

渋
沢

断
層

 

(
調

査
結

果
に

よ

り
2
本

の
断

層
に

分
割
)
 

渋
沢

東
断

層
 

5
.
4
km
 

渋
沢

西
断

層
 

1
.
7
km
 

１
万

年
以

降
に

活
動

し
た

可
能

性
が

高
い
 

不
明

 

活
動

時
期

は
明

ら
か

で
は

な
い

が
、

神
縄

・
国

府
津

－
松

田
断

層
帯

の
活

動
に

付
随

し
て

活
動

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す
。

 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
9
～

H
1
0
) 

三
浦

半
島

 

北
断

層
群

 

全
体
 

2
0
k
m 

衣
笠

断
層

 

1
3
k
m 

北
武

断
層

 

1
2
.
5k
m
 

武
山

断
層

 

9
k
m 

約
1
,
0
0
0～

 

1
,
5
0
0
年
前
 

約
1
,
0
0
0～

 

1
,
6
00

年
 

衣
笠

断
層

は
次

の
活

動
ま

で
に

数
千

年
以

上
の

時
間

が
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
が

北
武

断
層

と
武

山
断

層
は

近
い

将
来

に
活

動
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま
す

。
 

な
お

、
3
つ

の
断

層
が
収

斂

し
て

い
る

場
合

、
さ

ら
に

短
い

間
隔

で
活

動
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま
す

。
 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
1
1
～

H
1
2
) 

三
浦

半
島

 

南
断

層
群

 

全
体
 

7
k
m＋

海
域
 

南
下

浦
断

層
 

3
.
7
km
 

引
橋

断
層

 

1
.
9
km
 

2
万
年

～
 

2
.
2万

年
前
 

不
明

 

(
6
,
10
0

年

以
上

) 

次
の

活
動

は
不

明
だ

が
、

北
側

に
比

べ
て

近
い

将
来

に
活

動
す

る
可

能
性

は
低

い
と

考
え

ら
れ
ま

す
。

 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
1
1
～

H
1
2
) 

神
縄

・
国

府
津
 

－
松

田
断

層
帯
 
約

1
6k
m
 

約
6
5
0
～

9
00
年

前
 

約
1
,
0
0
0
～

1
,
1
00

年
 

現
在

を
含

む
今

後
数

百
年

以
内

に
活

動
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
 

県
防

災
局
 

防
災

消
防
課
 

(
H
1
3
～

H
1
5
) 

立
川

断
層

延
長
部

 
活

断
層

と
し
て

は
、
県

内
に
延

長
し

て
い

な
い

こ
と
が
確

認
さ

れ
ま
し
た

。
 

横
浜

市
総
務
局

 

危
機

管
理
対
策

室
 

川
崎

市
総
務
局

 

危
機

管
理
室
 

最
新

活
動

時
期
：

最
近

に
地
震
を

起
こ

し
た
時

期
 

再
来

間
隔

 
 

 
 

 
 
：

地
震

が
起

こ
る
間
隔
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資
料

 
１

－
５

－
（

１
）

 
（

危
機

管
理

防
災

課
）

 

温
泉

地
学
研
究

所
の
観

測
施
設

 

  
温

泉
地

学
研

究
所

で
は

、
箱

根
火

山
お

よ
び

神
奈

川
県

西
部

地
域

に
お

け
る

地
震
・
地

殻
変

動
観

測
を

行
う

と
と

も

に
、

地
震

活
動

、
火

山
活

動
に

関
る

調
査

研
究

を
行

な
っ

て
い

ま
す

。
 

(令
和

５
年

４
月

１
日

現
在

) 
観

測
施

設
の

種
類
 

施
設

数
 

観
測

内
容

・
目
的

 

地
震

観
測
施
設

 
1
0
施

設
 

地
震

の
観

測
に
よ

り
地

震
活
動
を

監
視

 

地
震

・
傾
斜
観

測
施

設
 

７
施

設
 

（
1
4
項

目
）
 

微
小

地
震
観

測
の
ほ

か
、

地
盤

の
傾
斜

変
化

を
観
測

し
地
殻

変
動

を
監

視
 

光
波

測
量
観
測

網
 

１
箇

所
 

測
線

の
距

離
の
変

化
を

観
測
し
、

地
殻

の
ひ
ず

み
を

監
視
 

(
小

田
原

周
辺
地
域

の
８

測
線
) 

G
N
S
S
観

測
施

設
 

1
0
箇

所
 

観
測

点
間
の

距
離
。

方
向

の
変

化
を
観

測
し

、
地
殻

の
ひ
ず

み
を

監
視
 

地
下

水
位
観
測

施
設

 
６

箇
所
 

地
下

水
位
の

変
化
を

観
測

し
、

帯
水
層

と
な

っ
て
い

る
地
盤

の
ひ

ず
み

変
化
を

監
視

 

火
山

ガ
ス
観
測

施
設

 
２

箇
所
 

火
山

ガ
ス

濃
度
を

観
測

し
、
火
山

活
動

を
監
視

 

地
温

観
測
・
噴
気

監
視

カ
メ

ラ
 

４
箇

所
 

噴
気

活
動
の

状
況
、

地
表

面
温

度
の
変

化
を

観
測
し

、
火
山

活
動

を
監

視
 

傾
斜

補
助
観
測

施
設

 
２

箇
所
 

傾
斜

デ
ー
タ

の
検
討

に
必

要
な

、
真
鶴

港
潮

位
と
芦

ノ
湖
水

位
を

観
測
 

重
力

観
測
施
設

 
１

箇
所
 

地
下

密
度

の
変
化

を
観

測
し
、
火

山
活

動
を
監

視
 

強
震

観
測
施
設

 
２

箇
所
 

強
震

動
に

よ
る
揺

れ
の

強
さ
を
観

測
 

計
 

の
べ

４
５

箇
所
 

 

 

資
料

 
１

－
５

－
(2

) 

（
危

機
管

理
防

災
課

） 

 

温
泉

地
学

研
究

所
地

震
・
地

殻
変

動
な

ど
に

よ
る

緊
急

時
措

置
要

領
 

 
１
 

目
 
的
 

温
泉
地
学
研

究
所
の
地

震
・
地

殻
変

動
観

測
に
お

い
て
、
観

測
デ

ー
タ
等

に
異

常
変
化
が
現

れ
た

場
合
、
地

震
活

動
・
火
山

活
動

等
が

観
測
さ

れ
た

場
合
（
以

下
､
｢異

常
事
態

｣と
い

う
。
｣
及

び
東
海

地
震
の
地
震
・
地

殻
活
動

に
関

す
る

情
報

が
気
象

庁
か
ら
発
表

さ
れ
た
場

合
の
措

置
に
つ

い
て

適
切

な
対
応
が
執

れ
る
よ

う
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。
 

 ２
 

異
常
事
態

の
発
生

と
措
置

区
分
 

異
常
事
態
が

発
生
し
た

場
合
の

措
置

区
分
は

次
表
に
よ
る
ラ

ン
ク
区
分

と
し
、
表
１
に
係

る
観

測

等
業
務
は
３

に
、
ま

た
表
２
に
係
る

観
測
等

業
務

は
４
に
定
め

る
。
 

 表
１

 
日
常
の

地
殻
変

動
観
測

デ
ー

タ
に
関

す
る

措
置
区
分

 

観
測
情

報
 

ラ
ン
ク
区
分
 

異
常
事

態
の
程
度
 

観
測
等
 

体
制
 

地
殻
変

動
 

観
測
情

報
 

２
観

測
点
も
し

く
は
２

測
線
等

で
地

殻
変

動
が
認
め

ら
れ
た
場

合
 

監
視

体
制
 

地
殻
変

動
 

注
意
情

報
 

同
時

期
に

複
数
の
観

測
点

で
複

数
の

地
殻

変
動
観

測
項

目
に
明
ら

か

な
変

動
が
認
め

ら
れ
た

場
合
 

注
意

監
視
 

体
制
 

注
)
地
殻

変
動
を

判
定

す
る
検

出
基
準
に
つ
い
て

は
、
別
添

1
「
地

殻
変

動
の
異
常

を
判
定

す
る
基

準
」

に
よ
る
。
 

 表
２

 
地
震
活

動
・
火

山
活
動

等
が

観
測
さ

れ
た

場
合
の
措
置

区
分

 

観
測
情

報
 

ラ
ン
ク

区
分
 

異
常

事
態
の

程
度
 

観
測
等
 

体
制
 

有 感 地 震
 

地
震

活
動
 

観
測

情
報
 

県
西

部
地
域
で

震
度
４

の
地
震
が
観

測
さ
れ

た
場

合
 

県
西

部
地

域
を
震
源
域

と
し
２
４

時
間

以
内

に
有

感
地

震
が
複
数

回
観

測
さ
れ
た

場
合
 

監
視

体
制
 

地
震

活
動
 

注
意

情
報
 

県
西

部
地
域
で

震
度
５

弱
以
上
の
地

震
が
観

測
さ

れ
た
場
合

 

県
西

部
地

域
で
２
４
時

間
以
内
に

震
度

４
以

上
の

地
震

が
複
数
回

観
測

さ
れ
た
場

合
 

注
意

監
視
 

体
制
 

群
 

発
 

地
 

震
 

群
発

地
震
 

活
動

観
測

情
報
 

当
所

の
観
測
点

で
１
時

間
に
1
0
回
以

上
地
震

が
観

測
さ
れ
た
場

合
 

監
視

体
制
 

群
発

地
震
 

活
動

注
意
 

情
報
 

一
連

の
群

発
地
震
活
動

に
お
い
て

２
４

時
間

以
内

に
有

感
地
震
が

複
数

回
観
測
さ

れ
た
場

合
 

注
意

監
視
 

体
制
 

注
）
県

西
部
地
域
と

は
、
｢小

田
原
市
、
秦

野
市

、
伊
勢
原

市
、
南
足

柄
市
、
足

柄
下
郡
、
足
柄
上

郡
、

中
郡
｣
を
い
う

。
 

 ３
 

観
測
デ
ー

タ
等
に

異
常
変

化
が

現
れ
た

場
合

の
観
測
等
業

務
 

２
の
表
１
「
日
常

の
観
測
デ
ー

タ
に

関
す

る
措
置

区
分
」
に

係
る

地
殻
変

動
等

観
測
等
の
業

務
は

次
に
よ
る
。
 

(
1
)臨

時
地
震

情
報
部
会

の
開
催
 

地
殻
変
動
等

の
観
測
デ

ー
タ
に

お
い

て
、
地

殻
変
動
が

認
め
ら

れ
た
場
合

は
、
地

震
情
報
部

会
長

は
臨
時
地
震

情
報
部

会
を
開
催
し
、

(
2)
以

降
の
業

務
を
行
う

。
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(
2
)情

報
の
収
集
 

温
泉
地
学
研
究
所
で
観
測
し
て
い
る
観
測
項
目
の
他
、
次
の

情
報
を
収

集
す
る
。

 

①
温
泉
地
学
研
究
所
が
関
与
し
て
い
る
地
震
情
報
部
会
以
外

の
観
測
デ

ー
タ
。
 

②
国
や
大
学
等
の
他
機
関
か
ら
の
情
報
。
 

③
県
機
関
か
ら
の
情
報
。
 

(
3
)観

測
デ
ー
タ
等
の
検
討
・
評
価
 

(
2)
の

情
報
を
総
合
的
に
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。

 

(
4
)関

係
機
関
へ
の
通
報
 

(
3)
の

検
討
結
果
が
異
常
事
態
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果

を
速
報
と

し
て
と

り
ま

と

め
、
様
式
１
「
地
殻
変
動
（
観
測
・
注
意
）
情
報
」
に
よ
り
県
防
災
局

災
害
対
策
課
及
び
横

浜
地
方

気
象
台
へ
直
ち
に
通
報
す
る
。
 

ま
た
、
そ
の
後
の
観
測
情
報
を
、
適
宜
、
先
の
関
係
機
関
に

提
供
す
る

の
と
す
る

。
 

(
5
) 
観

測
等
の
体
制
 

異
常
事
態
の
程
度
に
応
じ
、
次
の
観
測
等
体
制
に
移
行
し
て

、
監
視
を

行
う
。
 

①
地
殻
変
動
観
測
情
報
ラ
ン
ク
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
監
視
体

制
に

移
行
し

て
、
地
震

情
報

部

会
が
中
心
と
な
っ
て
地
殻
変
動
等
を
注
意
深
く
監
視
す
る
も

の
と

し
、
状

況
に
よ
っ

て
は
勤
務

時
間
外
の
監
視
も
行
う
。
 

②
地
殻
変
動
注
意
情
報
ラ
ン
ク
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
注
意
監

視
体

制
に
移

行
し
て
、
温

泉
地

学
研
究
所
対
策
本
部
の
も
と
で
、
２
４
時
間
、
監
視
担
当
者
を

配
置
し

て
、
地

殻
変

動
等
の
監

視
を
行
う
。
 

③
観
測
デ
ー
タ
の
変
動
が
、
異
常
事
態
前
の
状
況
に
戻
っ
た

と
判

断
さ

れ
た
場

合
は
、
平

常
時

の

日
常
観
測
体
制
に
戻
る
。
 

(
6
)勤

務
時
間
外
の
参
集
体
制
 

夜
間
休
日
等
勤
務
時
間
外
に
異
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
温

泉
地

学
研
究

所
へ
の
参

集
等

は
、

別
添
２
「
勤
務
時
間
外
に
お
け
る
地
震
・
地
殻
変
動
緊
急
措
置
初

動
体

制
」
に

よ
る
。
 

 ４
 
地
震
等
発
生
時
に
お
け
る
観
測
等
業
務
 

２
の
表
２
「

地
震
活
動
・
火
山
活
動
等
が
観
測
さ
れ
た
場
合
の
措

置
区

分
」
に

係
る
地
震
等

発
生

時
の
観
測
等
の
業
務
は
次
に
よ
る
。
 

 4
-1
 
有
感
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
観
測
等
業
務
 

(
1
) 
臨

時
地
震
情
報
部
会
の
開
催
 

２
の
表
２
の
有
感
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
地
震
情
報
部
会
長

は
臨
時

地
震
情

報
部
会

を
開

催

し
、
(
2
)以

降
の
業
務
を
行
う
。
 

(
2
)情

報
の
収
集
 

温
泉
地
学
研
究
所
で
観
測
し
て
い
る
観
測
項
目
の
他
、
次
の
情

報
を
収
集

す
る
。

 

①
温
泉
地
学
研
究
所
が
関
与
し
て
い
る
地
震
情
報
部
会
以
外

の
観
測
デ

ー
タ
。
 

②
国
や
大
学
等
の
他
機
関
か
ら
の
情
報
。
 

③
県
機
関
か
ら
の
情
報
。
 

(
3
) 
観

測
デ
ー
タ
等
の
と
り
ま
と
め
 

(
2)
の

情
報
を
と
り
ま
と
め
所
長
に
報
告
す
る
。
 

(
4
) 
関

係
機
関
へ
の
通
報
 

(
3)
の

観
測
情
報
を
速
報
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
様
式
２
「
地
震
活
動

（
観
測
・

注
意
）

情
報

」

に
よ
り
県
安
全
防
災
局
災
害
対
策
課
及
び
横
浜
地
方
気
象
台
へ
直

ち
に

通
報
す

る
。
 

ま
た
、
そ
の
後
の
観
測
情
報
を
、
適
宜
、
先
の
関
係
機
関
に

提
供
す
る

も
の
と
す

る
。
 

(
5
) 
観

測
等
の
体
制
 

異
常
事
態
の
程
度
に
応
じ
、
次
の
観
測
等
体
制
に
移
行
し
て
、

監
視
を
行

う
。
 

①
地
震
活
動
観
測
情
報
ラ
ン
ク
の
場
合
は
、
監
視
体
制
に
移

行
し

て
、
地
震

情
報
部

会
が

中
心

と

な
っ
て
、
地
震
活
動
等
を
注
意
深
く
監
視
す
る
も
の
と
し
、
状

況
に
よ
っ
て

は
勤
務
時
間

外
の

監
視
も
行
う
。
 

②
地
震
活
動
注

意
情
報
ラ
ン
ク
の

場
合
は

、
注

意
監
視
体
制

に
移

行
し

て
、
温
泉

地
学
研
究
所

対

策
本
部

の
も
と

で
、

2
4時

間
、
監

視
担
当
者

を
配
置

し
て
、
地
震

活
動
等

の
監

視
を
行
う
。

 

③
余
震
等
の
発

生
数
が
有
感
地
震

発
生
前

の
状
況

ま
で
に
低
下

し
、
地
殻

変
動
観

測
に
お
い

て
も

異
常
変

化
が
認

め
ら

れ
な
い
状
況

で
あ
る

と
判
断
さ

れ
た
場

合
は

、
平
常

時
の
日
常

観
測
体
制

に
戻
る

。
 

(
6
) 
勤

務
時

間
外
の

参
集
体
制
 

夜
間
休
日
等

勤
務
時
間

外
に
異

常
事

態
が
発

生
し
た
場
合

の
温

泉
地

学
研
究

所
へ
の
参

集
等

は
、

別
添
２
「
勤

務
時
間

外
に
お
け
る
地

震
・
地
殻
変
動

緊
急
措

置
初

動
体

制
」
に

よ
る
。
 

 4
-2
 
群
発
地
震

が
発
生

し
た
場

合
の

観
測
等

業
務

 

(
1
) 
臨

時
地

震
情
報

部
会
の
開
催
 

２
の
表
２
の

群
発
地
震

が
発
生

し
た

場
合
は
、
地
震
情

報
部

会
長

は
臨
時

地
震
情

報
部
会

を
開

催

し
、
(
2
)以

降
の
業
務
を

行
う
。
 

(
2
) 
情

報
の

収
集
 

温
泉
地
学
研

究
所
で
観

測
し
て

い
る

観
測
項

目
の
他
、
次
の

情
報
を
収

集
す
る
。

 

①
温
泉
地
学

研
究
所
が

関
与
し

て
い

る
地
震

情
報
部
会
以
外

の
観
測
デ

ー
タ
。
 

②
国
や
大
学

等
の
他
機

関
か
ら

の
情

報
。
 

③
県
機
関
か

ら
の
情
報

。
 

(
3
)観

測
デ
ー

タ
等
の
検

討
・
評
価
 

(
2)
の

情
報
を
総

合
的
に

評
価

し
、

そ
の
結

果
を
所
長
に
報
告

す
る
。

 

(
4
)関

係
機
関

へ
の
通
報
 

(
3)
の

検
討
結
果

を
速
報

と
し

て
と

り
ま
と

め
、
様
式
２
「
地

震
活
動

（
観
測
・

注
意
）

情
報

」

に
よ
り
県
防

災
局
災

害
対
策
課
及
び

横
浜
地
方
気
象

台
へ
直

ち
に

通
報

す
る
。

 

ま
た
、
そ
の

後
の
観
測

情
報
を

、
適

宜
、
先

の
関
係
機
関
に

提
供
す
る

も
の
と
す

る
。
 

(
5
) 
観

測
等

の
体
制
 

異
常
事
態
の

程
度
に
応

じ
、
次

の
観

測
等
体

制
に
移
行
し
て

、
監
視
を

行
う
。
 

①
群
発
地
震
活

動
観
測
情
報
ラ
ン

ク
の
場

合
は

、
監
視
体
制

に
移

行
し

て
、
地
震
情

報
部

会
が
中

心
と
な

っ
て
、
地
震
活
動

等
を
注

意
深
く
監

視
す
る
も
の
と
し

、
状
況
に
よ

っ
て
は
勤
務

時
間

外
の
監

視
も
行

う
。
 

②
群
発
地
震
活

動
注
意
情
報
ラ
ン

ク
の
場

合
は

、
注
意
監
視

体
制

に
移

行
し
て

、
温

泉
地

学
研

究

所
対
策

本
部
の

も
と

で
、
２
４

時
間
、
観
測

担
当

者
を

配
置
し

て
、
地
震
活

動
等
の
監
視

を
行

う
。
 

③
群
発
地
震
の

発
生
数
が
発
生
前

の
状
況

ま
で
に

低
下
し
、
地
殻

変
動
観

測
に
お

い
て
も
異

常
変

化
が
認

め
ら
れ

な
い

状
況
で
あ
る

と
判
断

さ
れ
た
場

合
は
、
平
常

時
の
日

常
観
測
体

制
に
戻
る

。
 

(
6
) 
勤

務
時

間
外
の

参
集
体
制
 

夜
間
休
日
等

勤
務
時
間

外
に
異

常
事

態
が
発

生
し
た
場
合

の
温

泉
地

学
研
究

所
へ
の
参

集
等

は
、

別
添
２
「
勤

務
時
間

外
に
お
け
る
地

震
・
地
殻
変
動

緊
急
措

置
初

動
体

制
」
に

よ
る
。
 

 ５
 

東
海
地
震

の
措
置

対
応
 

東
海
地
域
の

地
震
・
地
殻

活
動

に
関

す
る
情

報
が

気
象
庁
か
ら

発
表
さ
れ

た
場
合

は
、
情
報

の
種
類

に
応

じ
、
次

の
観

測
体
制

に
移

行
し

て
、
「

３
観
測

デ
ー
タ
等

に
異
常
変

化
が

現
れ
た
場
合
の

観
測
等

業
務

」
に
準
じ

た
業
務

を
行
う

。
 

①
東
海
地
震

に
関
連

す
る
調
査
（
臨

時
）
情

報
の

場
合
は
、
監

視
体
制

に
移
行

す
る
。
 

②
東
海
地
震

注
意
情

報
の
場
合
は
、

注
意
監
視
体
制

に
移
行

す
る

。
 

③
東
海
地
震

予
知
情

報
の
場
合
は
、

注
意
監
視
体
制

に
移
行

す
る

。
 

 ６
 

訓
練
の
実

施
 

本
要
領
に
基

づ
く
訓

練
を
毎
年
１
回

実
施
す
る
も
の

と
す
る

。
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附
則
 

こ
の
要
領
は
平
成
16
年
２
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 別
添
１
 

地
殻
変
動
の
異
常
を
判
定
す
る
基
準
 

地
震
・
火
山
活
動
な
ど
の
地
殻
活
動
に
関
連
し
た
観
測
デ
ー
タ
（
傾

斜
、
地
下

水
位

、
光
波
測

量
、

G
P
S測

量
）
の
異
常
な
変
動
を
自
動
的
に
検
出
す
る
基
準
は
、
統
計
的

な
解
析

に
用
い
ら
れ
て

い
る

手
 

法
（
S
T
A/
LT
A
）
を
各
観
測
デ
ー
タ
に
適
用
す
る
。
 

 

異
常
判
定
検
出
基
準
値
 

当
所
の
行
っ
て
い
る
地
殻
変
動
観
測
デ
ー
タ
（
傾
斜
、
地
下

水
位
、
光

波
測
量
、

GP
S測

量
）
す

べ
て
に
つ
い
て
、
 

S
T
A
（
短
時
間
平
均
）
：
6時

間
、
 

L
T
A
（
長
時
間
平
均
）
：
1
0日

、
 

S
T
A
/L
T
A
比
に
よ
る
異
常
判
定
基
準
(
閾
値
)
は
経
験
的
に
「
4」

と
設
定
す

る
。
 

 

S
T
A/
L
T
Aの

解
析
方
法
 

観
測
さ
れ
た
各
時
系
列
デ
ー
タ
に
対
し
、
ST
A（

短
時
間
平
均
：
Sh
o
rt
 
 
T
er
m
 
 
Av
er
a
ge
）
 
と

L
T
A 
（

長
時
間
平
均
：
 
Lo
ng
 
 
Te
r
m
 
A
v
e
ra
ge
）
を
算
出
す

る
。
次

に
、
そ
の
比
（
S
T
A/
L
T
A）

を
計
算
す
る
。
 

地
殻
内
の
状
態
に
変
化
が
な
い
か
、
ま
た
は
変
化
が
一
定
で
あ
る
定
常
状

態
で
あ

れ
ば
、
ST
A
/L
T
A

比
は
1
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
震
・
火
山
活
動
な
ど
に
関

連
し
た

非
定
常
な
傾
斜

変
動

が
観
 

測
さ
れ
た
場
合
、
L
TA
は
そ
の
変
化
に
追
随
で
き
ず
に
ほ
と
ん
ど
一
定

の
値
を
と

る
の
に

対
し

、
S
T
A

は
そ
の
変
動
の
影
響
を
受
け
急
激
に
変
化
す
る
。
そ
の
結
果
、

S
TA
/
LT
A比

の
値
も

上
昇
す
る

。
 

現
在
、
当
所

で
は
、
こ
の
比
に
対
し
て
経
験
的
な
閾
値
を
設
け
、
そ

の
値
を
超

え
た
場
合
を

異
常

変
動
と
し
て
自
動
検
出
し
て
い
る
。
 

 

異
常
検
出
手
法
等
の
改
定
 

現
在
用
い
て
い
る
異
常
変
化
の
検
出
基
準
に
関
す
る
値
及
び

手
法
に
つ

い
て
は
、
前
駆
的

変
動

が

数
日
に
及
ぶ
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
変
動
の
場
合
に
は
異
常
変

動
と

し
て
捉

え
ら
れ
な
い
こ

と

も
確
認
 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
測
機
器
等
の
故
障
や
降
雨
等
に
よ
っ
て
も
異
常

と
し
て

検
出
さ

れ
る

こ
と

が
あ
る
。
 

な
お
、
異
常

変
化
の
閾
値
や
手
法
に
つ
い
て
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
判
定
手
法

等
を
求
め
、
研
究

調
査
や
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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